
　　　　　　　　　　

てぃんさぐぬ花
はな

（本調子）

ホウセンカの花は爪に染め

親の教えは心に染めましょう

天のたくさんの星は数えようと思えば
数えられるけれど
親の教えは数え切れない

夜走る船は北極星を頼りにしている

私を生んだ親は私を頼りにしている

行き届かないことは
一人一人が足しあって
互いに補って歳をとっていくものです

宝玉も磨かなければ錆びてしまう
いつも心を磨いて
この世を渡っていきましょう

正しいことをする人は後々まですっと
思うことが叶い千代に栄えるもので
す

やればできることも

やらなければなすことができない

　　　　　　　　　　　　　　　　　はな　　　ちみさち　　　す

１．てぃんさぐぬ花や爪先に染みてぃ
　　　　うや　　　ゆ　　ぐとぅ　　ちむ　　　　す

　　親ぬ寄し事や肝に染みり
　　　　てぃん　　むりぶし　　ゆ　　　　　　　ゆ

２．天ぬ群星や読みば読まりしが
　　うや　　　ゆ　　　ぐとぅ　　　ゆ
　　親ぬ寄し事や読みやならん
　　　　ゆる　は　　　　　ふに　　　に　　　ふぁぶし　み　あ

３．夜走らす船や子ぬ方星目当てぃ
　　　　わ　　　　な　　　　　　　うや　　　わん　　　　み　あ

　　我ん生ちぇる親や我どぅ目当てぃ
　　　　　い　　　た　　　　　　くとぅ　　　ちゅい　た　　　　　　だ

４．行ち足らん事や一人足れい足れい
　　　　たげ　　うじな　　　　　　　　とぅし　　ゆ

　　互に補てぃどぅ年や寄ゆる

＜参考掲載＞
　　　　たからだま　　　　　　みが　　　　　　　　さ

５．宝玉やてん磨かにば錆びす
　　　　あさゆ　ちむみが　　うちゆ　わた

　　朝夕肝磨ち浮世渡ら
　　　まくとぅ　　　　ひとぅ　　あとぅ　　　い　ち

６．誠する人や後や何時までぃん
　　　　　う　　　くとぅ　　かな　　　　　　ち　ゆ　　さかい

　　思む事ん叶てぃ千代ぬ栄
　　　　　　　　　　　なにぐとぅ　　　　　　　　　くとぅ

７．なしば何事んなゆる事やしが
　　　　　　　　　　　ゆい　　　　　　　　　　　　　　　　さだ

　　なさぬ故からどぅならぬ定み
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七を弾いてから人差し指を離して
中の準備をする。いつまでも押さえ
ていると中に間に合わない！
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